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Because 1 could not stop for Death-
He kindly stopped for me-






















We slowly drove -He knew no haste 
And 1 had put away 





‘He knew no haste'には恋人の落ち着いた物腰のゆったりした様子，品の良さが表されている。 'His





聡であることは先に述べた通りである。‘Mylabor and my leisure'が生の営みの全てを表し，その
生を捨てる(‘putaway') ことになるからでもある。次にドライブ中に見る三つの風景が描かれる。
We passed the School， where Children strove 
At Recess -in the Ringー
We passed the Fields of Gazing Grain-












やがて暗くなることを示唆し話者の死を暗示するのである。しかし‘Wepassed the Setting Sun一'
とはどういうことであろうか。「沈む太陽を追い越したJということは，二人の乗った馬車が太陽より
速いということ，即ち太陽が沈んで辺りが暗くなる前に暗闇に入ったことになる。これは第 2遠の
ιWe slowly drove'と矛盾することになるので，次の第4連の初めで‘Orrather -He passed Usー '
と言い直し，ゆっくりとドライブしデートに夢中になっている内に夕暮れとなってしまったという冒頭
からの比聡に沿う説明に変更する。しかし 'Wepassed the Setting Sunー'は単なる間違いではな
い。この句には話者の時間 (1死」は時間に支配されない)と太陽の刻む時間とは異なることが暗示さ
れているのである。 例えば“TheSun kept setting -setting -stil" (692)では辺りは真昼なのに意
識の内部にある時間は沈み続ける。
The Sun kept setting -setting -stiU 
No Hue of Afternoon一
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る為 を我々 させるも る。この意識の存














ょう。だか も，やがては地に落ちて死ぬのである。確かに VoR Poll品kカ?言うよう
じて死を決意するのかもしれない。そのことが沈む太陽に暗示さ
を迎えるのである。
Or rath引一五日 Us 
The Dew3 drew and chill-
For only Gossamer， my GOWIト山
Tulle 
一人を追い越しやがて辺りは賠くなり夜を迎える o 'The Dewsうは夜露を示すと同時に死の
もある。それは先に引用した“TheSun kept s巴tting-setting -stil" が証明している。
E. Dickinson “Because I could not stop for Death _"の現代性
The Dusk kept dropping _ dropping -stil 
No Dew upon the Grassー
But on1y on my Forehead stopped-





るので 'Buton1y on my Forehead stoppedー 'という表現となる。従って‘Dew'は死の象徴である。
本詩でも寸heDews'は死の象徴として用いられ，死に際して話者の額に‘TheDews'が現れることを
述べたものである。これは“1like a 100k of Agony，" (241)の‘TheBeads upon the Forehead' 







C10ck stopped -" (287 )の 'Then quivered out of Decima1sー /Into Degree1ess Noon -' 







について O.E.D.には‘… agarment fitting close to the upper part of the body with flowing 
skirts'(7kあり Websterでは '<theb仙 ~ and vei1-Ma，伽仰lle>匂f引用されている o 'Tippet' 
に関する O.E.D.の記述は経雄子を説明するのに相応しいものであるが，その中の“…formingpart of 
the hood-dress，…勺いう記述は花嫁の被るベールという解釈の可能'性を示す。次のT山'でベ}ルで





は“A Wife -at Daybreak 1 shal1 be一"(461)にも述べられており，‘Midnight'-' Daybreak'一
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ιSunris白 τコ は'Maid'-'Bride' _-'iNifeヲへと変身する。そして'Sunriseラが'th巴

















!コeforea Hous巴 thatseemεd 
of th巴 GWllnd-
I'he Roof was scarcely visi ble -




















































るのである o 'vVe'はもちろ と「死Jの二人を指す語であるが「死Jが馬車の止っ
世紀も一緒にいるとは考え難い。さて第 5速の 2行日以下は先ず‘A Swelling of the Ground -'と
いう表現を前速の服装に関する解釈の内の経維子を考え合わせると墓の描写だということがわかる。こ
の墓を表す 3行は第 3連の三つの VISlonsと同じく話者の意識の眼によって見られたものであるが，明
確なイメ…ジを呼ぴ起こした三つの vlslonsに比べて，この V1SlOllは抽象的である。その原因は墓を
i家」の比輸で語ることにあるのであろうか。「家」だから「屋根J(‘Roof')があり「軒蛇腹J






る。 国に S.C旦rneronは“@・・ thegrave'" with the tombstone lying flat against the ground 
一"と明言している。墓の上に立っていた墓石が倒れ，やがてその墓が年月を
土の中に埋ずもれ ofthe Ground -') ，その墓石も話者にはほとんど見えない





































































































も明確に語られているし，本詩で引用した“A Clock stopped -" (287)の最後の3行
Decades of Arrogance between 
The Dial life一
And Hirnー
(St. V， 1.3-5) 
にも生と永遠の中間の存在が明示されている。'TheDial life'は生の世界を表し‘Hirn'は神を表す。そ
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